
容量市場と
夏の節電プログラム

2023年6⽉13⽇
グリーンピープルズパワー（株）



容量市場とは
●容量市場
容量市場とは国全体で必要な電⼒の供給⼒（kW)を取引する市場の
こと。実際に容量取引ができるのは2024年度。2020年度に最初の
⼊札が⾏われ、2024年度の発電容量(kW)確保を名⽬に、⼩売電気事
業者からお⾦を集める仕組みが作られた。今後毎年、⼊札が⾏われ
る。
既に投資回収済みの古い原発や⽯炭⽕⼒にさらにお⾦が流れ、エネ
ルギーシフトに逆⾏する制度である。また、⼤⼿電⼒と再エネ新電
⼒との間の格差をさらに拡⼤させる制度である。

グリーンピープルズパワー「⽤語集」より



新電⼒拠出⾦を⼤⼿電⼒の発電所に

3
2020年の第1回入札（2024年に支払となる）は、拠出金額は約9200円/kWに



1,179万kW
再エネへの枠

⽬標調達量は１億7,746万kWだったが、約定量は１億7,948万kW

１億5,000万kW付近まで0円⼊札
（FIT枠を引いて1億3,821万kW）
これが⽯炭と原発？

１億6,769万kW

14,137円

上限価格は14,138円だった。

約定総額は２兆3706億円
10年以上運転設備への経過措置を反映させて、１兆
5987億円になった。
小売電気事業者の拠出金額は、9,295円/kW。
ピーク電力が10MWなら約1億円の



いよいよ2024年から「徴収」がスタート
容量拠出⾦額は夏季と冬季の最⼤電⼒で決まる

「容量市場の制度詳細について」2022年07⽉ 電⼒広域的運営推進機関

東電エリアで、7⽉〜9⽉の中で最⼤電⼒となった⽇と時間
7⽉ 8⽉ ９⽉

その⽇と時間における、当社の⽐率



昼間のピーク時に省エネを︕
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20220714修正

ピーク時にできる省エネ、節電を考えてみましょう︕

その⽇その時間に、当社の最
⼤電⼒を10kW下げたら、約
92000円、100kW下げたら
92万円のメリット。

13時から16時
くらいに、東電
エリアのピーク
電⼒が来る



GPP夏の節電プログラム
１、期間は2023年７⽉1⽇から９⽉15⽇（スタートは6⽉26⽇）
２、時間は、毎⽇13時から16時の3時間
３、その3時間だけ、あなたの電気を0.1kW（100W）減らしま
しょう。
４、警報⽇・時間に前⽇より１kWh削減されていたら20ポイントを
プレゼント。（１ポイントは１円相当）
５、警報発令は、前⽇に⾏います。
６、警報が出ない⽇も含め、節電に取り組んでください。
７、みんなで下げよう容量拠出⾦


